
�0 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

H41$構ਅபの։ൃ

Ҵ　ా　ത　จ

మےίϯΫリʔト構଄物のٯଧ޻法において，௒高層建物΁のద用も可能とした௒高強度ϓレキャスト
మےίϯΫリʔト構ਅபの੡଄と施޻方法を֬立させた。こΕにより，௒高層建物にお͚る地下ࣄ޻のߋ
なる合ཧԽと品質޲上がਤΕる΄͔，޻期୹ॖおよͼίスト࡟減なども期଴で͖る。本稿では，ઃجܭ४
強度 100 /�NN2 のίϯΫリʔトを用いた௒高強度ϓレキャストమےίϯΫリʔト構ਅபを௒高層建物に
ద用したࣄ例について報告する。
キーワード：  ٯଧ޻法，構ਅப，ϓレキャスト，高強度ίϯΫリʔト，100 /�NN2，޻期୹ॖ，ίスト࡟減

1．はじめに

౎ࢢ部にお͚る敷地の༗効ར用の動͖の中，建物の
高層Խとともに地下ۭ間の大規模Խが近年ਐΜでい
る。この地下ࣄ޻において，޻期୹ ・ॖ安全性の֬อ・
पลڥ؀΁の഑ྀ等のඞཁ性͔Βٯଧͪ޻法が，一ൠ
─用さΕつつある（図࠾法の一つとして޻ 1）。మے
ίϯΫリʔト構଄物のٯଧ޻法では，ٯଧۥମをԾઃ
的に࣋ࢧする構ਅபとして，௨ৗ，మࠎபが用いΒΕ
るが，こΕをϓレキャストమےίϯΫリʔトபとする
ことにより，地下ࣄ޻ऴྃ後においても，この構ਅப
を本ઃの地下பとしてそのまま活用で͖るようにな
る。この৔合，地下の۷ྃ׬࡟とಉ࣌に地下பの施޻
がऴྃすること͔Β，地下ࣄ޻の合ཧԽをਤることが
で͖る。し͔しながΒ，近年，धཁが૿している௒高
層మےίϯΫリʔト଄建物の৔合では，大͖な࣠ྗを
える地下பをϓレキャスト構ਅபにしようとするࢧ
と，部ࡐの大ܕԽに൐うॏྔの૿大により，建ࠐみが
೉となる໰題が生͡ていた。このような໰題にରしࠔ

て，ίϯΫリʔトの高強度Խにより地下பのஅ໘をॖ
খさせ，構ਅபとしてのॏྔをܰ減させた HS1$（HJHI 
StreOHtI 1reDBTt $oODrete）構ਅபの੡଄と施޻方
法を֬立させた。こΕにより，௒高層建物΁のϓレキャ
スト構ਅபのద用を可能とした。

HS1$ 構ਅபを用いたٯଧ޻法では，௨ৗのమࠎ構
ਅபを用いた৔合にൺֱして，௒高層建物にお͚る地
下ࣄ޻の合ཧԽと品質の޲上がਤΕる΄͔，޻期୹ॖ
やলྗԽなども期଴で͖る。また，௒高強度ίϯΫリʔ
トの࠾用とこΕによる部ࡐஅ໘のॖখは，高品質・高
耐ٱな構଄ମの構築と，よりࣗ༝度の高い地下ۭ間を
૑生することがで͖る。

本 稿 で は， ઃ ܭ ج ४ 強 度（ 以 下，'D と す る ）
100 /�NN2 の௒高強度ίϯΫリʔトを用いた HS1$
構ਅபを௒高層మےίϯΫリʔト଄建物にద用したࣄ
例を取り上͛，HS1$ 構ਅபのܭը，施޻およͼその
活用効果などについて報告する。

2．HSPC構真柱を用いた逆打工法 1）

（1）HSPC構真柱を用いた逆打工法の工程
HS1$ 構ਅபを用いたٯଧ޻法のۀ࡞手ॱを図─ 2

にࣔす。ৄࡉは後ड़するが，本޻法では HS1$ 構ਅ
பを現৔αイトにて地組み後，ᶃ現৔ଧͪίϯΫリʔ
ト࡟۷޸ߌ・మ͔͝ےૠ入，ᶄ HS1$ 構ਅபの建ࠐ・
ίϯΫリʔトのଧઃ・ຒ໭し，ᶅߌ 1' চྊの構築，
ᶆ地上階と地下階のಉ࣌施޻（地下階は HS1$ 構ਅ
பがそのまま本ઃபとなるたΊ，۷ྃ׬࡟後はচྊの
構築のみ），ᶇ地下ۥମྃ׬，となる。

特集＞＞＞　建築

図─ 1　逆打工法と構真柱
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（2）鉄骨構真柱を用いた逆打工法との比較
మےίϯΫリʔト଄建物にお͚るٯଧ޻法につい

て，HS1$ 構ਅபと௨ৗのٯଧ޻法に用いΒΕるమࠎ
構ਅபとをൺֱして図─ 3 にࣔす。HS1$ 構ਅபで
は，以下の఺について，మࠎ構ਅபよりも༗རである
こと͔Β，௒高層建物の地下ࣄ޻においても，後ۀ࡞
のলྗԽと޻期୹ॖが期଴で͖る。

1）  ઌߦচۥମの下にお͚るݶΒΕたۭۀ࡞間での，
地下பの構築が不ཁとなる（ᶃ）。

2）  మࠎ構ਅபでは地下 R$ பを上階͔Β施޻するた
Ί，その下階を施޻すると͖にはίϯΫリʔトの

ଧ͗ܧ໘がଧઃ上໘となること͔Β，άラ΢ト஫
入などのଧ͗ܧॲཧがඞཁとなるが，HS1$ 構ਅ
பではこΕが不ཁとなる（ᶄ）。

3）  பྊ઀合部にお͚るҟ強度ίϯΫリʔトのଧ෼͚
が不ཁとなる（ᶅ）。

4）  Ծઃమࠎが R$ பஅ໘内にないたΊ，地下பの഑
ೲまりが؆ૉԽし，ྊ୺部΁のਫ平ハϯチのઃے
置などによるા置が不ཁとなる（ᶆ）。

（3）HSPC構真柱の軽量化
ϓレキャスト構ਅபの௒高層建物΁のద用にあたっ

ては，構ਅபの建ࠐみが可能となるようにॏྔをܰ減
させることが不可ܽとなる。このղܾ手ஈとして，
HS1$ 構ਅபでは，ίϯΫリʔトの高強度Խにより地
下பのஅ໘をॖখさせ，構ਅபのܰྔԽをਤった。表
─ 1 およͼ図─ 4 は，'D100 /�NN2 の௒高強度ίϯ
Ϋリʔトを HS1$ 構ਅபに࠾用した実施ద用例（後
ड़ࡌه）について，所ཁの構଄性能を֬อするたΊの
ϓレキャスト構ਅபの༷࢓およͼॏྔを，ίϯΫリʔ
トの 'D ผにൺֱしたものである。こΕΒにࣔしたよ
うに，'D100 /�NN2 を࠾用した HS1$ 構ਅபでは，
一ൠ的な高強度ίϯΫリʔト（'D60 /�NN2，ൺֱᶃ）
を用いた৔合とൺֱしても，部ࡐஅ໘ 1 ลあたりのੇ
法が 350 NN ॖখさΕることとなる。こΕにより，構
ਅபの୯位௕さあたりのॏྔが 4 t�N ະຬ（実施ద用
例では，構ਅபのみの最大ॏྔが 50 t ະຬ）に཈制
さΕ，構ਅபの建ࠐみを可能とした。

表─ 1　プレキャスト構真柱の仕様の比較

༷࢓ HS1$ 構ਅப ൺֱᶃ ൺֱᶄ
'D （/�NN2） 100 60 30
ओے 20-%41 20-%41 32-%41
せΜஅ補強ے %13  !100 %13  !100 %13  !100
அ໘ੇ法 （NN） 1200 ʷ 1200 1550 ʷ 1550 2200 ʷ 2200

図─ 2　HSPC構真柱による逆打工法の作業手順

図─ 3　鉄骨構真柱とHSPC構真柱の工法比較

図─ 4　プレキャスト構真柱の重量の比較



�� 建設機械施工 Vol.65　No.11　November　2013

3．HSPC構真柱の実施適用例

（1）概要
HS1$ 構ਅபを実施ద用した建物の֓ཁを表─ 2 に

ࣔす。本建物は，地下 2 階，地上 52 階のమےίϯΫリʔ
ト଄であり，ओな用్はू合住୐である。

─෬ਤを図ߌ 5 に，地下அ໘ਤを図─ 6 にࣔす。
HS1$ 構ਅபとした地下பは高層直下となる 40 本で
あり，௿層階部෼は௨ৗのమࠎ構ਅபである。HS1$
構ਅபには，'D100 /�NN2 およͼ 'D80 /�NN2 の௒
高強度ίϯΫリʔトを࠾用した。

（2）地組み・建て起し
写真─ 1 およͼ図─ 7 に，HS1$ 構ਅபの地組みঢ়

をࣔす。HS1$گ 構ਅபは，ϓレキャスト޻৔のΫレʔ

表─ 2　建物概要

用్ 務所ࣄ，ಉ住୐ڞ
Ԇচ໘積 79,230 N2

構଄ࣜܗ మےίϯΫリʔト଄（一部మࠎ଄）
階਺ 地下 2 階，地上 52 階，ౝ԰ 2 階
高さʗਂさ 最高高さ：189.2 N ʗ建物ਂさ：17.4 N

図─ 5　杭伏図

図─ 6　地下断面図

写真─ 1　HSPC構真柱の地組み写真

図─ 7　HSPC構真柱の地組み手順
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ϯ能ྗやӡൖं྆の制ݶより構ਅபを࣠方޲で 2 ෼ׂ
して੡࡞した。HS1$ 構ਅபの地組みは，現৔αイト
のՍ୆にઃ置調੔（ᶃ），ジϣイϯト部の഑ܕ・ے࿮
の建ࠐみ（ᶄ），ίϯΫリʔトのଧઃ・ཆ生（ᶅ），の
手ॱにて一ମԽさせる方ࣜとした。
写真─ 2 に，HS1$ 構ਅபの建てىしঢ়گをࣔす。

全௕໿ 9.0 N・ॏྔ໿ 50 t（ԾઃをؚΉ：໿ 60 t）の
HS1$ 構ਅபは，200 t ΫロʔラʔΫレʔϯ 2 ୆の合
௻りにて建てىしをߦった。

（3）建込み 2）

図─ 8 に，HS1$ 構ਅபの建ࠐみঢ়گと建ࠐみਫ਼度
の؅ཧ֓ཁをࣔす。建ࠐみ࣌のਫ਼度؅ཧは，位置調用
のトラϯシット，9: ௨り調੔用のΨイドロʔラʔ

（ᶃ），鉛直度調੔用のύϯλάラフ（ᶄ）およͼࣼ܏
，レϕϧ調੔用の༉ѹジャッキ（ᶆ）などの，（ᶅ）ܭ
ෳ਺の調੔ثػを併用してਫ਼度؅ཧを実施した。

（4）精度管理結果
図─ 9，10 に，施޻ਫ਼度の実測݁果をࣔす。HS1$

構ਅபの施޻ਫ਼度のධՁ߲໨は，レϕϧࠩޡおよͼ鉛
直度とし，全ての HS1$ 構ਅப（ܭ 40 本）をର৅とし，
 の݁果はࠩޡ後の実測により֬ೝした。レϕϧ࡟۷
ʴ5 ～ʵ9 NN，鉛直度の݁果は半਺の 20 本が 1�1000
ະຬ，最大でも 1�436 であり，全て؅ཧ஋以内である
ことを֬ೝした。

4．HSPC構真柱の活用効果

（1）工期短縮
HS1$ 構ਅபの実施ద用例にお͚る地下ࣄ޻の޻期

について，௨ৗのమࠎ構ਅபを用いたٯଧ޻法で૝ఆ
さΕる޻期とൺֱして図─ 11 にࣔす。ߌଧઃ・構ਅ
பの建ࠐみ（ᶃ），۷࡟（ᶄ～ᶆ），1 階চۥମ（ᶇ）
およͼج ・ૅ地下 2 階চۥମ（ᶊ）の޻期については，
HS1$ 構ਅபとమࠎ構ਅபのいͣΕも֓Ͷڞ௨の޻期
であるとߟえΒΕる。一方，HS1$ 構ਅபでは，地下
1 階চۥମ（ᶈ）にお͚るப・ྊ઀合部のҟ強度ίϯ
Ϋリʔトのଧ෼͚，地下 1 階およͼ地下 2 階立上りۥ
ମ（ᶉ，ᶋ）にお͚るபの構築・ଧ͗ܧॲཧが不ཁと
なるたΊ，۷࡟後にお͚る後ۀ࡞の大෯な࡟減が期଴
で͖る。以上のこと͔Β，実施ద用例の৔合では，地
下֤階の޻期が 0.5 ～ 1.0 ϲ月ఔ度，୹ॖさΕたもの
とߟえΒΕる。図─ 8　HSPC構真柱の建込み精度概要

写真─ 2　HSPC構真柱の建て起し状況

図─ 9　HSPC構真柱のレベル誤差

図─ 10　HSPC構真柱の鉛直度
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（2）コスト削減
用した࠾回ࠓ HS1$ 構ਅபと௨ৗのٯଧ޻法に用

いΒΕるమࠎ構ਅபのίストについて，మࠎ構ਅபの
合ֹۚܭを 100 としたࢦ਺（ˋ）をൺֱして図─ 12

にࣔす。మࠎ構ਅபにରして HS1$ 構ਅபのப構築
අは 5ˋ，構ਅப建ࠐ手間අは 9ˋの૿ֹとなったが，
Ծઃమࠎ੡࡞අは 23ˋの減ֹとなり，合ܭで 8ˋのί
ストμ΢ϯとなった。

5．おわりに

௒高強度ϓレキャストమےίϯΫリʔト構ਅபの੡
଄と施޻方法を֬立させ，௒高層建物のٯଧ޻法΁の
ద用を可能にした。こΕにより，௒高層建物にお͚る
地下ࣄ޻のߋなる合ཧԽと品質޲上がਤΕる΄͔，޻
期୹ॖおよͼڥ؀負ՙ௿減効果なども期଴で͖る。

本޻法のར用֦大は，௒高層建物の建ઃをਪਐし，
౎࠶ࢢ生に൐う国౔༗効ར用およͼ௒高強度ίϯΫ
リʔトの࢖用による高品質・௕ण໋・௿ڥ؀負ՙなࣾ
ձࢿ本の੔උにࢿすることがߟえΒΕる。ࠓ後も施޻
効཰とڥ؀負ՙ௿減のߋなる޲上を໨ࢦして։発をਐ
Ίるとともに，本޻法の積ۃ的なల։をਤる予ఆであ
る。
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図─ 11　地下工事の工期の比較

図─ 12　鉄骨構真柱とHSPC構真柱の工法比較
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